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I. 総括 

少子高齢化が進展する中、障害者は増加している。 世の中が大きく変化し、もえぎの会

においても、利用者支援の事業を継続し、発展させるために、新たな取り組みをしてきた。 

日常の活動の改善に加え、世の中の変化に対応するべく長期的視野で、事業運営を安定化

させ、事業を発展させるために、設備、活動、支援など必要な改善に着手してきた。 特に、

家族との連携強化に向けた実践は、成果をあげて、スタッフの意識、活動の進め方などに向

けた知識、経験として蓄積されてきた。 

しいの実社においては、新たな利用者を継続して受け入れ、利用者・家族の世代がさらに

拡大している。 そのために、特に、学芸大学スマイルプラザにおいて、スタッフ体制の見直し、

活動プログラムの見直しなどに取り組んできた。  

沙羅の家は、施設長に集中している権限を支援課長へ移譲し、施設長が管理職として機

能できる体制を確保するために活動した。 利用者・家族の高齢化が進み、夜勤体制、週末

稼働体制を拡大し、家族の支援が低下している状況の中で、利用者の生活維持を目指した。

その結果、収支が悪化した。 業務改善は十分な成果とならず、継続する課題となっている。 

 

II. 共通  

1． 重点課題  

1. 法人本部機能の強化 

 2025 年度は、法人本部で行っている給与事務に焦点をあて、各施設の管理者が行って

いる決裁業務と集計業務、事務局職員が行っている確認業務とデータ入力作業・確認作

業の簡略化を目的として、勤怠管理システムの導入をした。 全職員に影響があり、本格

稼働は 2026年開始とする。 

 

2. 「終の棲家」のさらなる追求 

医療的ケア体制の整備に向け、喀痰吸引 3 号研修については計画的に受講を進め、

対象職員 15名中 13名が受講を完了して、経管栄養や喀痰吸引等への対応体制づくり

が前進した。 

訪問系医療サービスについては、チーフ会議において区内の提供事業者のリストアッ

プを行った。今後、各事業所のサービス内容や対応可能な医療ケア等を整理し、入居者

の状態や家族状況に応じた活用につなげていく。 

バリアフリー対策について施設内の課題箇所の確認を進め、手すり設置や段差解消

など、必要な改修内容の検討を継続している。 

また、家族関係やキーパーソン機能に関する課題についても、施設として対応可能な

範囲や支援方法の整理を進めた。現実に直面する相続などにスタッフが影響を受けな

いように、2026年度も継続的な課題として取り組んでいく。 
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3. しいの実社の拡大を目指して改善 

新しい活動場所の確保とそれに伴うスタッフ休憩室の確保を目指して、新しい場所の

確保に向けた地域との連携や情報収集を行った。課長を含めて役割分担をして、補助

金の確保や利用者の拡大する世代に適した環境の整備などを進めたが、その前提とな

る課長の現場業務の移譲の課題が十分にできなかった。 

そのため、2026年度には、役割の再分担を行い、更に具体的に課題に取り組む。 
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2.苦情・相談対応 

（1） 苦情・相談対応 苦情内容  

 施

設 
苦情内容 対応内容 

6月 

学
大
シ
ョ
ッ
プ 

注文の電話を受けたが、伝達ミス

がありご希望の商品をお渡しでき

なかった。 

その場で職員が謝罪し、本町ショップにあ

った商品を取りに行きお渡しする。今後こ

のようなことがないよう改めてお詫びす

る。 

7月 

本
町
シ
ョ
ッ
プ 

ショップを利用したお客様からスタ

ッフの対応についてお怒りのメー

ルが送られてくる。自分より後か

ら来たお客に先に対応したとの

事。 

メールを確認後、謝罪の電話をいれる。

「今後は気をつけてください。」とのことだっ

た。その後メールでも謝罪する。 

8月 

沙
羅
の
家 

沙羅の家清水の近隣宅から入

電。工房の送迎バスの乗降場所

が自宅前になっており、長く止ま

っていることが多く、車の出し入れ

が困難で困っている。 

通所施設 2か所のバスが止まっており、乗

降場所を目黒通り変更することで対応して

いる。 

 

3． 防災・安全対策  

（1） 事故  

 

施設 

転
倒
・転
落 

怪 
 

我 

服 
 

薬 

誤
飲
・誤
嚥 

自
傷
・他
害 

食
事 

器
物
破
損 

労
働
安
全 

そ
の
他 

計 

し い の 実 社 0 4 5 1 10 0 1 2 15 38 

学大スマイル 0 3 2 0 2 0 0 1 6 14 

沙 羅 の 家 2 2 4 0 1 0 2 0 7 18 

短 期 入 所 1 1 0 0 1 0 0 0 0 3 

支 援 拠 点 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 

計 3 11 11 1 14 0 3 3 29 75 

（2） ひやりはっと 
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施設 
転
倒
・
転
落 

怪 
 

 

我 

服 
 

 

薬 

誤
飲
・
誤
嚥 

自
傷
・
他
害 

食
事 

器
物
破
損 

労
働
安
全 

そ
の
他 

計 

し い の 実 社 3 3 4 0 14 2 3 4 39 72 

学 大 ス マ イ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 

沙 羅 の 家 0 1 1 0 0 0 0 0 5 7 

短 期 入 所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

支 援 拠 点 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 3 4 5 0 14 2 3 4 46 81 

 

（3） 販売に関するもの 

 異物混入 表示 品質 賞味期限 金銭 その他 計 

苦 情 0 0 0 0 0 2 2 

事 故 0 0 0 0 2 0 2 

ひ や り 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 2 2 4 

 

（4） 防災訓練  

施設名 実施日 内    容 

し い の 実 社 5/29 避難訓練 

スマイルプラザ 8/29 避難訓練(全館で実施。地震と火災を想定) 

沙 羅 の 家 9/23 各ユニットで避難訓練等を実施 

し い の 実 社 9/29 自衛消防訓練（1次避難場所への移動含む） 

沙 羅 の 家 

（沙羅の家清水） 
3/13 合同防災訓練（こぶしえん避難所設営訓練） 
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4. 研 修  

（1） 外部研修  

実施日 施設名 研修名 実施主体 
参加 

人数 

5/21 
しいの実社・沙
羅の家 

意思決定支援 
東京都障害者通所活動施
設職員研修会 

3人 

5/23 沙羅の家 
知的発達障害のある人の 
暮らしとお金 

目黒区手をつなぐ親の会 1人 

5/28- 沙羅の家 喀痰吸引 3号研修 東京都保健福祉財団 13人 

5/31 事務局 防災講演会 目黒区障害者団体懇話会 1人 

6/7 しいの実社 
障害者施設への作業紹介支
援 

東京都障碍者施設生産活
動応援センター 

1人 

6/20 
しいの実社・学
大スマイル 

本人中心の支援とは(新人職
員向け研修) 

東京都社会福祉協議会 2人 

7/15 
しいの実社・沙
羅の家 

地域で生きるを支える 
東京都障害者通所活動施
設職員研修会 

2人 

7/17 しいの実社 食品衛生実務講習会 保健所 1人 

8/14 事務局 労働基準法等に関する研修 東京都社会福祉協議会 1人 

8/30 しいの実社 てんかん基礎講座 日本てんかん協会 1人 

9/8 しいの実社 
対人支援に関わる全ての人
へ～支援の基本は安心感～ 

東京都障害者通所活動施
設職員研修会 

2人 

9/15 しいの実社 ダウン症支援セミナー 日本ダウン症協会 2人 

9/26 沙羅の家 事例検討会 基幹相談支援センター 1人 

9/19・30 
12/4・10 
2/20・3/2 

しいの実社学
大スマイル 

ピアサポート研修 東京都 
2人 

(ペア) 

9/29・30 しいの実社 
サービス管理責任者基礎研
修 

東京都 1人 

10/30 沙羅の家 
地域相談支援体制整備につ
いて 

厚生労働省 1人 
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10/31 しいの実社 
強度行動障害支援者養成研
修 

東京都 1人 

11/5 
沙羅の家・しい
の実社・事務
局 

福祉職のためのメンタルヘル
ス研修(WEB) 

東京都社会福祉協議会 11人 

11/10 、
2/1・4・7・
16 

しいの実社 
強度行動障害支援者実践研
修 

東京都 2人 

11/14 事務局 
障害福祉サービスの概要と
請求事務の基本 

東社協 事務スタッフ部会 1人 

11/14 沙羅の家 

「重症心身障害児者の支援」
～利用者の気持ちに寄り添う
支援者になるには～ 改めて
基礎を学ぶ 

東京都通所活動施設職員
研修会 

1人 

11/27 沙羅の家 GH管理者研修 東京都 1人 

12/17・18 学大スマイル 管理職員研修 東京都社会福祉協議会 1人 

1/23 事務局 
防災講演会 東京 DWAT 活
動報告等 

社会福祉法人連絡会 1人 

1/30 
しいの実社・沙
羅の家 

それぞれが豊かに歳を重ね
るための支援 

東京都障害者通所活動施
設職員研修会 

2人 

2/4 事務局 メンタルヘルス講習会 目黒区社会福祉協議会 1人 

2/6 沙羅の家 
これからの日本の知的障が
い者福祉 

東京サポート協会・施設保
護者連絡会・都通研 

1人 

2/6 
しいの実社・学
大スマイル 

本人中心の支援とは(新人職
員向け研修)フォローアップ研
修 

東京都社会福祉協議会 2人 

2/15 
しいの実社・沙
羅の家 

「強度行動障害のある人の豊
かな地域生活を実現する『地
域共生モデル』の研究」 

厚労省科学研究 野沢班  2人 

2/16 しいの実社 就労支援セミナー  1人 

2/18 沙羅の家 感染症対策実習 東京都 11人 

2/20 
しいの実社・沙
羅の家 

これからの相談支援を共に考
える 

目黒区基幹相談支援センタ
― 

 3人 

2/25 しいの実社 
障害のある方の「親なきあと」
に向けたお金と制度 

リタリコ 親なきあと相談室  1人 

3/6 しいの実社 
高齢化する知的・発達障害者
への支援を考える 

国立のぞみの園  1人 



8 

2/27 しいの実社 
【支援記録】これだけは知って
おきたい支援記録の不適切
語・要注意語 

東社協 身体障害者福祉部
会 

 1人 

3/14・15 しいの実社 
社会福祉士実習指導者養成
講習 

東京社会福祉士会  1人 



9 

（2） 内部研修  

実施日 施設名 研修内容 対象者 講師 

6/3 全施設 もえぎの会の管理職への期待 管理職員 野村理事長 

6/27・

7/10 
全施設 

支援について (アンコンシャスバ

イアス) 

新入職員(2022

年以降入職) 

しいの実社 

小平施設長 

7/28-30、

8/7・8 

8/20,9/16 

全施設 
支援について (アンコンシャスバ

イアス) 
全職員 

しいの実社 

小平施設長 

8/1 全施設 障害者「虐待」の未然防止の心得 

全職員 (シルバ

ー人材・人的支

援含む) 

東京都福祉人

材センター講師 

小嶋 洋昭氏 

8/18、

9/18 
全施設 

本人中心支援～合理的配慮につ

いて考える～ 

新入職員(2024

年以降入職) 

沙羅の家 

長谷施設長 

1/28・

29、2/13 
全施設 支援について～ユマニチュード～ 全職員 

沙羅の家 

長谷施設長 

3/11・12 全施設 
支援について～氷山モデルを用

いて考える～ 

新入職員(2022

年以降入職) 

しいの実社 

小平施設長 
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5.地域・関係機関との連携 

（1） 実習・体験・見学  

見学 

 受入施設名 実習・見学等依頼先 人数 

しいの実社・学大ス

マイル 

利用希望 ・進路先として(青鳥・田園調布・品

川・港特別支援学校)保護者その他事業所 
54人 

しいの実社 ボランティア希望者（普連土学園他） 4人 

しいの実社 子ども食堂、土曜開所協力店 4人 

しいの実社 委託の仕事紹介事業所（リグラフィクス） 1人 

しいの実社 商品販売、施設紹介の掲載のための見学 17人 

地域生活支援拠点 社会福祉士実習生 5人 

  

  相談 

受入施設名 目的・相手先 人数 

しいの実社・学大スマイル 広報、商品を扱いたいなど  8人 

しいの実社 フードロス・子ども食堂関連 NPO他 2人 

しいの実社 
利用・実習希望 青鳥・田園調布・港特

別支援学校・ 
23人 

 

 実習 

受入施設名 目的・相手先 人数 

学芸大学スマイル 就労アセスメント (港特別支援学校) 2人 

しいの実社・学大スマイル 
社会福祉士実習（アルファ福祉、首都

医校） 
5人 

しいの実社・学大スマイル 現場実習 (港、青鳥特別支援学校)  6人 

しいの実社 就業体験 (目黒西中学校) 5人 
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（2） 相談支援事業所利用実績  

事
業
所
名 

た
ん
ぽ
ぽ 

あ
い
ア
イ
館 

リ
タ
リ
コ 

目
黒
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー 

架
け
橋 

ケ
ア
プ
ラ
ン 

そ
の
他 

他
区 

な
し 

合
計 

人数 29 14 12 8 0 2＊ 0 2 0 67＊ 

1名はその他とケアプランを重複 

 

（3） 広報紙「萌木」の発行  

① 対象者 行政、議会、学校、関係機関、利用者、家族、ボランティア、後援会会員等 

② 発行時期 4月、10月 

③ 発行部数 750部 

④ 内容     【4月号】 

 巻頭文：もえぎの会監事 中田晴男氏 

 2025年度事業計画 ・虐待防止研修報告 

 第 23回 しいの実祭報告 

 スマイルプラザ近況報告 

 後援会会員インタビュー 

平澤製餡所、家庭電化、花壇(佐藤商会) 

 沙羅の家 清水 合同防災訓練、生活状況(沙羅の家)  

  

 【10月号】 

 巻頭文：目黒区議会 議長 鈴木まさし氏 

 しいの実社研修宿泊旅行報告 

 丸紅㈱とのご縁、法人研修報告 

 後援会会員インタビュー 

チャムアパートメント、みそら内科クリニック目黒、㈱ニフス 

 合同外出イベント、秋の例大祭報告  
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（4） 通信「しいの実通信」の発行  

① 対象者 利用者、家族 

② 発行時期 5月、10月、1月 

③ 発行部数 70部 

④ 内容    5月  

 施設長挨拶 

 業務課長挨拶 

 入社式の様子 

 新入社員紹介 

 新入スタッフ紹介 

 スタッフ紹介 

 

10月  

 利用者研修宿泊旅行報告 4ページ 

 

1月  

 巻頭文：理事長・施設長 

 しいの実祭報告 

 20歳のお祝い 

 喜寿のお祝い 

 新入職員紹介 

 

（5） 後援会だよりの発行（発行 後援会）  

① 対象者 後援会員 

② 発行時期 4月、10月 

③ 発行部数 600部 

④ 内容   【4月号】 

 巻頭：会長挨拶 

 HAPPY JAPAN PROJECT さんクリスマスプレゼント報告 

 第 23回しいの実祭での家族会活動報告 

 2024年度財政支援報告 

【10月号】 

 巻頭：会長挨拶 

 事業報告会報告 

 イベント販売再開  

 後援会 2024年度収支決算報告／2025年度収支予算 
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（6） 事業報告会 

事業報告会 

実施月日 6月 21日（土）10：00～13：00 

場 所 目黒区役所 大会議室 

参加人数 141名 

 

しいの実社カタログ販売 

実施月日 6月 2日～7月 18日 

送 付 先 後援会員および法人関係者 

売上金額 156,200円 

 

しいの実社冬のギフト 

実施月日 10月 23日～1月 16日 

送 付 先 後援会員および法人関係者 

売上金額 312,800円 
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4． 委員会報告 

(1) 安全衛生委員会 

法人として職場環境、利用者・職員の安全衛生について実施要綱に基づき運営した。 

月日 主な内容 出席人数 

4/8 
2025 年度体制の確認、感染症について(学校保健安全法確認)、メ
ンタルヘルス・BCPの机上訓練について 

11 人(うち委
員 8人) 

5/13 BCP(机上訓練・参集基準)について、事務局について 
10人（うち委
員 7名） 

6/10 
熱中症対応について、ヒヤリハット書式(安全衛生項目追加)変更、
BCP(参集フローの確認)  

9 人（うち委
員 8名） 

7/8 
感染症・熱中症について メンタルヘルス BCP 参集フローと原紙
の修正時は日付を記入することを確認  他 

9 人（うち委
員 8名） 

8/12 感染症発生状況 BCP机上訓練 
10人（うち委
員 8名） 

9/9 感染症発生状況 メンタルヘルス研修周知 机上訓練について他 
10人（うち委
員 7名） 

10/16 メンタルヘルス・9月発生豪雨対応について 
7 人(うち委
員 6人) 

11/11 感染症について、労働安全のヒヤリハットについて 
10人（うち委
員 7名） 

12/9 感染症について、BCPについて 
9 人（うち委
員 6名） 

1/13 
感染症発生時の共有方法、メンタルヘルス研修受講状況、BCP 自
動参集について  他 

9 人（うち委
員 6名） 

2/10 感染症発生状況(胃腸炎)、 BCP机上訓練 
9 人（うち委
員 7名） 

3/10 感染症発生状況 感染症 BCP他 
7 人（うち委
員 5名） 
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(2) 虐待防止委員会  

虐待が起きない職場風土づくりの醸成、維持をし、人権尊重、本人の意思を尊重した対

応を浸透するように不適切ケアの確認を行い、意識の向上を図った。    

月日 主な内容 出席人数 

4/8 
2025 年度体制・倫理綱領・通報の流れ確認(各施設でも確認)、不
適切ケアについて、研修について、年間予定確認 

11 人(うち委
員 8人) 

5/13 不適切ケアの事例疑いについて、研修進捗について 
10人（うち委
員 7名） 

6/10 虐待防止研修準備(8/1開催) 
9 人（うち委
員 8名） 

7/8 不適切ケア、虐待防止研修  
9 人（うち委
員 8名） 

8/12 虐待疑い事例について、不適切ケア、チェックリストについて 
10人（うち委
員 8名） 

9/9 不適切ケアの事例について 
10人（うち委
員 7名） 

10/16 虐待防止チェックリスト分析、不適切ケアについて 
7 人(うち委
員 6人) 

11/11 不適切ケアについて(事例報告)、その対応への助言 
10人（うち委
員 7名） 

12/9 スピーチロックについて 
9 人（うち委
員 6名） 

1/13 不適切ケアの事例検討 
9 人（うち委
員 6名） 

2/10 
不適切ケア(ご家族からの申し出)事例検討、虐待防止研修につい
て 

9 人（うち委
員 7名） 

3/10 不適切ケアの報告方法・書式検討 
7 人（うち委
員 5名） 
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(3) 身体拘束適正化委員会 

月日 主な内容 出席人数 

4/8 
2025 年度体制・倫理綱領・通報の流れ確認(各施設でも確認)、不
適切ケアについて、研修について、年間予定確認 

11 人(うち委
員 8人) 

5/13 不適切ケアの事例疑いについて、研修進捗について 
10人（うち委
員 7名） 

6/10 虐待防止研修準備(8/1開催) 
9 人（うち委
員 8名） 

7/8 不適切ケア、虐待防止研修  
9 人（うち委
員 8名） 

8/12 虐待疑い事例について、不適切ケア、チェックリストについて 
10人（うち委
員 8名） 

9/9 不適切ケアの事例について 
10人（うち委
員 7名） 

10/16 
身体拘束の確認(無断外出の対応で、GHのカギを閉める意見が出
たことへの意見交換) 

7 人(うち委
員 6人) 

11/11 
身体拘束の確認(10 月の事例について、カギを閉める行為が身体
拘束につながる恐れを確認、身体拘束は虐待にあたることを確認。 

10人（うち委
員 7名） 

12/9 スピーチロックの危険性について 
9 人（うち委
員 6名） 

1/13 身体拘束の具体例確認 
9 人（うち委
員 6名） 

2/10 
身体拘束該当事例はない、1 月に出た具体例を各施設運営会議で
確認 

9 人（うち委
員 7名） 

3/10 
何もしない(作為の不作為)という不適切ケアの観点について、気づ
きの共有の重要性について 

7 人（うち委
員 5名） 

 

(4) 研修委員会 

法人職員にとって必要な研修内容を各施設の代表職員で検討し、計画立案、実施する。 

3月 31日に全体研修を実施した。 

月日 主な内容 出席人数 

12/12 

・基本方針の確認 
・2025年度内容案検討 
・内容は、東社協知的発達障害部会「支援技術の基本としての権利
擁護」DVD を視聴し、対面でグループワークを実施する方針を確認 
・3/25に各施設長が集まり、当日の詳細を決定し、実施。 

6人 
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III. 施設別 

1． 本部 

法人総務を司り、各施設と連携をとりながら運営を進めた。重点課題である本部機能の強

化を目指し、しいの実社の施設事務の移管を進めた。 

（1） スタッフの異動                           2026年 4月 1日現在 

 

 

 

 

 

 

 しいの実社学芸大学スマイルプラザ 沙羅の家 

4/1 退職 異動 採用 現員 4/1 退職 異動 採用 現員 

正 規 4 0 0 0 4 25 2 -3 1 21 

契 約 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

パ ー ト 12 0 0 1 13 8 0 2 2 12 

計 16 0 0 1 17 33 2 -1 3 33 

 

異動内訳 

① しいの実社 1名 

      沙羅の家から異動 

② 沙羅の家 -3名 

      沙羅の家正規からパートに異動 

      沙羅の家からしいの実社に異動 

 

 本部 しいの実社 

4/1 退職 異動 採用 現員 4/1 退職 異動 採用 現員 

正 規 1 0 0 0 1 16 1 1 0 16 

契 約 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

パ ー ト 2 0 0 0 2 7 0 0 2 9 

計 3 0 0 0 3 23 1 1 2 25 

 合   計 

4/1 退職 異動 採用 現員 

正 規 46 3 -2 1 42 

契 約 0 0 0 0 0 

パ ー ト 29 0 2 5 36 

計 75 3 0 6 78 
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（2） 会議運営 

① 理事会  

開催日 主な内容 出席人数 

5/27 
2024 年度事業報告、2024 年度決算、役員候補者選任、評議員候
補者選任、評議員選任解任委員選任、評議員選任解任委員会開
催、評議員会開催 

理事 6人 
監事 2人 

6/17 理事長の互選(書面開催) 
理事 7人 
監事 2人 

10/28 上半期事業報告、補正予算案、第 2回評議員会開催について 
理事 7人 
監事 2人 

3/3 
2026 年度事業計画案、予算案、積立金管理、ランチ業者委託契
約、規則・規程変更  

理事 7人 
監事 2人 

 

② 評議員会  

開催日 主な内容 出席人数 

6/17 2024年度事業報告、2024年度決算、役員選任 
評議員 6人 
監事 2人 

11/18 上半期事業報告、補正予算案 
評議員 8人 
監事 1人 

3/24 2026年度事業計画案、予算案 
評議員 7人 
監事 1人 

 

③ 評議員選任解任委員会 

開催日 主な内容 出席人数 

6/17 評議員選任  
選任解任委
員 3人 
監事 1人 

 

④ 後援会（役員会） 

開催日 主な内容 出席人数 

6/4 
もえぎの会 2024年度事業報告・決算報告(案)、後援会 2024年
度事業計画・予算、事業報告会・総会の開催内容確認 

役員 1人 
運営委員他 14
人 

9/2 
会員募集状況、カタログ販売・事業報告会・総会の報告・振り返
り、しいの実祭概要説明・検討 

役員 2人 
運営委員他 12
人 

12/2 事業報告会役割分担確認、名札作成について 
役員 3人 
運営委員他 10
人 

3/3 会員勧誘検討 
役員 2人 
運営委員他 10
人 
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⑤ 後援会（運営委員会） 

開催日 主な内容 出席人数 

4/8 事業報告会・総会検討、広報発送作業について 
運営委員他 10
人 

5/13 総会・事業報告会について 
運営委員他 10
人 

6/3 事業報告会役割分担確認、名札作成について 
運営委員他 14
人 

7/1 総会・事業報告会振り返り、しいの実祭について 
運営委員他 8
人 

8/5 
カタログ振り返り、イベント販売、広報について、しいの実祭につ
いて 

運営委員他 11
人 

9/2 しいの実祭りの体験イベント(くるくるレインボー作り)について 
運営委員他 12
人 

10/7 販売促進・広報発送作業・カタログ・しいの実祭について 
運営委員他 10
人 

11/4 しいの実祭について 
運営委員他 10
人 

12/2 事業報告会役割分担確認、名札作成について 
運営委員他 10
人 

1/6 しいの実祭報告、年賀状発送、広報誌、新年会について 
運営委員他 8
人 

2/3 広報進捗、新年会振り返り 
運営委員他 12
人 

3/3 会員勧誘検討 
運営委員他 10
人 

 

⑥ 幹部会 

開催月 主な内容 

4/8 理事会準備確認、役員改選、和田理事より 

5/13 理事会について、事業報告会について、各部門報告(土曜開所ランチ代補助) 

6/10 事業報告会の確認、各部門報告 

7/8 事業報告会振り返り、理事長より、I さん傷発見の対応について、各部門報告 

8/12 
各部門報告(W さん関係者会議、しいの実祭・かみつぐ助成金、スマイルプラザ転
倒事故報告など) 

9/9 上半期事業報告、助成金情報、各部門報告 

10/16 上半期事業報告、各施設より、勤怠について 

11/11 各施設より 

12/9 2026年度事業計画について、各施設より、勤怠システムルールについて 
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1/13 
2026 年度重点課題案について(各案について検討・理事長コメント)、法人研修に
ついて、各施設より 

2/10 理事会について、事業計画・重点課題案について、各施設より 

3/10 理事長より、各部門より 

 

（3） 家族会 

もえぎの会家族会としてしいの実社と沙羅の家の家族会を統合し、年 5回開催。 

 月日 出席人数 主な内容 

第1回 4/7 (月) 32人 
新規利用者紹介、スタッフ体制、法人運営、各施設運営状

況の報告 

第2回 7/7(月) 22人 スタッフ体制、法人運営、各施設運営状況報告 

第3回 10/6(月) 27人 スタッフ体制、法人運営、各施設運営状況報告 

第4回 1/26(月) 26人 
スタッフ体制、法人運営、個別支援計画について、地域連

携推進会議報告 

第5回 3/2(月) 22人 スタッフ体制、法人運営、各施設運営状況報告 
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2． しいの実社  

ご本人の高齢化により、落ち着て活動ができる一方で作業力の低下などもみられた。さらに

ご家族の変化もあり、体調や状況の変化が見られる方もいた。 

また、目黒区の新事業「利用時間外活動支援事業」を 12月より開設した。 

（1） 利用者状況（障害別・性別・年代別） 4/1現在 

  種別等 生活介護 就労継続 B 計 

性
別 

男 19人 9人 28人 

女 8人 3人 11人 

計 27人 12人 39人 

年
代
別 

10代 0人 2人 2人 

20代 2人 1人 3人 

30代 5人 1人 6人 

40代 6人 4人 10人 

50代 14人 3人 17人 

60代 0人 1人 1人 

70以上 0人 0人 0人 

計 27人 12人 39人 

愛
の
手
帳 

2度 15人 5人 20人 

3度 11人 4人 15人 

4度 1人 3人 4人 

計 27人 12人 39人 

障
害
支
援
区
分 

未判定 0人 1人 1人 

区分 1 0人 0人 0人 

区分 2 0人 0人 0人 

区分 3 1人 2人 3人 

区分 4 7人 7人 14人 

区分 5 14人 2人 16人 

区分 6 5人 0人 5人 

計 27人 12人 39人 

             

 

 



22 

（2） 利用状況 

     2025年度 2024年度 2023年度 

生
活
介
護 

開 所 日 数 土曜開所 
有 252 253 253 

無 241 242 242 

延 べ 利 用 

人 数 
土曜開所 

有 6431 6069 6107 

無 6242 5899 5937 

平 均 利 用 

人 数 ／ 日 
土曜開所 

有 23.9人／日 23.9人／日 24.1人／日 

無 24.3人／日 24.3人／日 24.5人／日 

出 社 率 土曜開所 
有 96.3％ 95.9％ 96.6％ 

無 97.7％ 97.5％ 98.1％ 

就

労

継

続

B 

開 所 日 数 土曜開所 
有 252 253 253 

無 241 242 242 

延 べ 利 用 

人 数 
土曜開所 

有 2266 2747 2310 

無 2221 2685 2248 

平 均 利 用 

人 数 ／ 日 
土曜開所 

有 10.8人／日 10.8人／日 9.1人／日 

無 11.0人／日 11.0人／日 9.3人／日 

出 社 率 土曜開所 
有 88.8％ 90.5％ 91.3％ 

無 93.6％ 92.5％ 92.9％ 

 

（3） 利用者工賃          

                                                       単位：円 

 
 総支給額 

（賞与含む） 

1人当たり 

年額 月額 

2025年度 
生活介護 7,092,550 295,523 24,627 

就労継続 B 2,718,120 271810 22,651 

2024年度 
生活介護 6,799,490 271,980 22,665 

就労継続 B 2,943,780 245,320 20,433 

2023年度 
生活介護 6,783,560 308,343 25,695 

就労継続 B 2,617,810 261,781 21,815 
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（4） 販売              単位：円 

年

度 

 店  舗 施設外販売 
計 

しいの実社 学芸大学 さんまるしえ イベント 区役所 

2

0

2

5 

営業日 239日 239日 297日 19日 23日 817日 

売上額 5,416,973 16,977,205 4,169,440 2,666,120 1,029,140 30,258,878     

平均日額 22,665 71,034 14,038 140,322 44,745 37,036 

2

0

2

4 

営業日 238日 238日 290日 17日 23日 806日 

売上額 5,236,395 14,768,970 3,731,150 2,173,569 961,930 26,872,014     

平均日額 22,001 62,054 12,866 127,857 41,823 33,339 

2

0

2

3 

営業日 238日 238日 295日 17日 24日 812日 

売上額 5,720,110 14,918,270 3,649,920 2,519,320 1,003,890 27,811,510     

平均日額 24,034 62,681 12,372 148,195 41,828 34,250 

イベントにカタログ・しいの実祭含む 

 

（5） 土曜日開所プログラム 

実施日 主な内容 参加人数 

4/19 映画鑑賞・昼食会（弁当） 社員 31人スタッフ 6人 

5/17 映画鑑賞・昼食会（外食） 社員 33人スタッフ 6人ボランティア 1名 

6/28 映画鑑賞・昼食会（外食） 社員 31人スタッフ 6人ボランティア 1名 

7/19 映画鑑賞・昼食会（外食） 社員 31人スタッフ 6人ボランティア 1名 

8/16 映画鑑賞・昼食会（外食） 社員 34人スタッフ 6人ボランティア 2名 

9/20 映画鑑賞・昼食会（外食） 社員 29人スタッフ 6人実習生 3名 

10/18 映画鑑賞・昼食会(外食) 社員 32人スタッフ 6人ボランティア 1名 

12/20 音楽鑑賞・昼食(モスバーガー) 社員 39人スタッフ 6人ボランティア 1名 

1/17 映画鑑賞・昼食会(外食) 社員 29人スタッフ 6人 

2/21 映画鑑賞・昼食会(外食) 社員 31人スタッフ 6人実習生 2名ボランティア 1名 

3/21 昼食会(外食)・カラオケ 社員 32人スタッフ 7人ボランティア 1名 
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（6） 利用時間外活動支援事業 

通所サービス終了後に見守りなどの支援を提供し、親などの就労を支援することを目的

に目黒区の施策の事業。12 月よりしいの実社で開設。希望者に対して実施。試行を重

ねながら活動内容が定着しつつある。 

実施日 主な内容 参加人数 

12/12 PC動画鑑賞・塗り絵・DVD鑑賞など 社員 4人 スタッフ 1人 

12/18 DVD鑑賞・PC動画鑑賞・字の練習 社員 4人 スタッフ 1人 

1/23 体操・DVD鑑賞 社員 4人 スタッフ 1名 

1/29 体操・DVD鑑賞 社員 4人 スタッフ 1名 実習生 1名 

2/19 体操・DVD鑑賞 社員 4人 スタッフ 1名 実習生 2名 

2/24 体操・DVD鑑賞 社員 4人 スタッフ 1名 実習生 2名 

3/9 体操・DVD鑑賞 社員 4人 スタッフ 1名 

3/18 体操・DVD鑑賞 社員 3人 スタッフ 1名 

 

（7） 年間行事 

 宿泊研修旅行 

実施月日 9月 4日(木)～5日(金) 1泊 2日 

実施場所 

群馬県 磯部温泉 

こんにゃくパークや群馬サファリパークの観光。温泉や宴会でのカラオケ

を楽しんできた。 

参加者 社員 55人・スタッフ 25人・ボランティア 2人 合計参加者 82人 

 

 しいの実祭 

実施月日 11月 29日(土) 

実施内容 

清水町会・天ぷら割烹かわさき・チャムアパートメント・後援会など多くの

方のご協力を得て、区長をはじめたくさんの方にご来場いただき、大盛況

だった。パンやてんぷらを買い求める方の行列ができ、完売した。来場者

は約 2300人になり、過去最高の人数・売上となった。好評のカタログも同

時に発行し、多くの方にしいの実社を知って頂く機会となった。 

参加者 社員 58人・スタッフ 57人・ボランティア 77人  合計参加者 193人 
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（8） スタッフ会議 

① 運営会議 

 主な内容 

4/15 

理事長より、事務局より、施設長より（2024年度の重点課題と 2025年度事業計画

ついて、もえぎの会家族会報告、年間予定、起案について、ランチについて、意思

決定支援について）事務局より（36 協定）、沙羅の家より（スタッフ体制、新入居状

況）、虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会より、苦情解決について、安全衛生

委員会より、課長・各部門より、係より、研修報告 

6/24 

看護師より（熱中症について）、旅行係より、事務局より、施設長より（2025 年度重

点課題・2025年度事業計画・2024年度決算報告・2024年度事業報告、意思決定

支援、実習受け入れ予定、障害福祉サービス事業役割について）、沙羅の家より、

虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会より、安全衛生委員会より、課長・各部

門より、就労選択支援について、係より、研修報告 

8/18 

施設長より（2025年度重点課題について、起案・回覧・供覧、意思決定支援につい

て、実習受け入れについて、家族会報告）、沙羅の家より、虐待防止委員会・身体

拘束適正化委員会より、安全衛生委員会より、係より、個別支援計画モニタリング

について、研修報告について 

10/21 

事務局より（育児・介護休業について）、施設長より（2025 年度重点課題、スタッフ、起

案・回覧・供覧について、実習受け入れ、家族会報告、意思決定支援について）、沙羅

の家より、虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会より、安全衛生委員会より、課

長・各部門より、係より（しいの実祭・カタログ等）、個別支援計画について、研修報

告 

12/16 

事務局より（給与ソフト導入他）、施設長より（2025 年度重点課題、スタッフについ

て、理事会、個別ミーティング、意思決定支援、実習受け入れ、2026 年度につい

て）、沙羅の家より、虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会より、安全衛生委員

会より、課長・各部門より、係より（しいの実祭・カタログ等）、研修報告 

2/17 

ピアサポータ―、看護師より（感染症対策）、施設長より（2025 年度重点課題、スタ

ッフについて、理事会、個別ミーティング、意思決定支援、実習受け入れ、2026 年

度について、家族会報告）、沙羅の家より、虐待防止委員会・身体拘束適正化委員

会より、安全衛生委員会より、課長・各部門より、係より（カタログ等）、実習受け入

れについて、研修報告 

3/31 
全職員対象法人全体研修・ 

2026年度について（スタッフ体制、係担当、社員担当、年間予定） 
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② チーフ会議 

 主な内容 

5/20 

2024 年度事業報告・決算、2025 年度事業計画重点課題、介護給付費等につ

いて、時間外活動、情報提供、定員在籍について、各部門より、実習受け入れ

について 

7/15 
2025 年度重点課題、時間外活動について、課長より、各部門より、在籍定員、

自立支援費等収入、実習受け入れについて、SECOM カード変更について 

9/16 

地域連携について、しいの実祭について、カタログについて、2025 年度事業計

画・重点課題について、課長より、各部門より、社員在籍について、自立支援費

等収入、実習生受け入れについて  

11/25 

しいの実祭について、個別ミーティングについて、2025 年度重点課題、実習受

け入れ、新入社員受入について、在籍定員について、時間外活動について、カ

ームダウンスペース 

1/20 

個別ミーティング、2025 年度事業計画・重点課題について、実習について、各

部門より、新入社員受入について、社員定員在籍について、時間外活動につい

て、カームダウンスペース 

3/17 

2025 年度重点課題、2026 年度重点課題、2025 年度（スタッフ体制、社員担

当、係担当、社員ローテーション）、新入社員受入について、社員定員在籍確

認、カームダウンスペース、物品移動・廃棄 
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3． しいの実社学芸大学スマイルプラザ  

スマイルプラザの環境整備が進み、昨年度は気持ちの波が大きく落ち着けず休みが多

かった社員も安定して出社ができるようになり、出社率も向上している。 

また、原材料の高騰で製品の値上げを行ったが、客数も大きな落ち込みもなく売り上げ

の増加につながっている。 

作業に関しては、新たに商店街の中の企業より作業を受け、安定した仕事の供給につ

ながっている。さらに、2025年度新たにに設置されたこども家庭センターより販売の依頼

を受けて、地域との関わりを深めることができた。 

業務課長の学芸大学での勤務時間を増やし、スマイルプラザの業務分担をすすめ、学

芸大学とスマイルプラザの一体的な運営を目指した 

（1） 利用者状況（障害別・性別・年代別） 

種別等 就労継続Ｂ 就労移行 計 

性
別 

男 14人 0人 14人 

女  8人 0人  8人 

計 22人 0人 22人 

年
代
別 

10代 0人 0人 0人 

20代 7人 0人 7人 

30代 8人 0人 8人 

40代 2人 0人 2人 

50代 2人 0人 2人 

60代 1人 0人 1人 

70以上 2人 0人 2人 

計 22人 0人 22人 

愛
の
手
帳 

2度 6人 0人 6人 

3度 11人 0人 11人 

4度 5人 0人 5人 

計 22人 0人 22人 

障
害
支
援
区
分 

未判定 1人 0人 1人 

区分 1 0人 0人 0人 

区分 2 1人 0人 1人 

区分 3 7人 0人 7人 

区分 4 12人 0人 12人 

区分 5 1人 0人 1人 

区分 6 0人 0人 0人 

計 22人 0人   22人 
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（2） 利用状況 

    2025年度 2024年度 2023年度 

就
労
移
行 

開 所 日 数 土曜開所 
有 252 253 253 

無 241 242 242 

延 べ 利 用 

人 数 
土曜開所 

有 715 479 908 

無 698 470 888 

平 均 利 用 

人 数 ／ 日 
土曜開所 

有 2.8人／日 1.9人／日 3.6人／日 

無 2.9人／日 1.9人／日 3.7人／日 

出 社 率 土曜開所 
有 94.5％ 94.6％ 89.7％ 

無 96.5％ 97.1％ 91.7％ 

就
労
継
続
Ｂ 

開 所 日 数 土曜開所 
有 252 253 253 

無 241 242 242 

延 べ 利 用 

人 数 
土曜開所 

有 4498 4341 4134 

無 4322 4231 4042 

平 均 利 用 

人 数 ／ 日 
土曜開所 

有 17.8人／日 17.1人／日 16.3人／日 

無 17.9人／日 17.4人／日 16.6人／日 

出 社 率 土曜開所 
有 93.9％ 90.3％ 81.7％ 

無 94.3％ 92.0％ 83.5％ 

 

（3） 利用者工賃 

 事業名 
総支給額 

（賞与含む） 

1人当たり 

年額 月額 

2025年度 
就労移行 777,100 259,033 21,586 

就労継続 B 4,807,120 258,247 21,521 

2024年度 
就労移行 480,830 240,415 20,035 

就労継続 B 4,807,120 240,356 20,030 

2023年度 
就労移行 926,440 308,813 25,734 

就労継続 B 4397450 314,103 26,175 
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（4） 販売 

※しいの実社に記載 

 

（5） 土曜日開所プログラム 

 ※しいの実社と同様 

 

（6） 年間行事 

① 宿泊研修旅行 しいの実社と同様 

② 日帰り研修旅行 

  

（7） スタッフ会議 

① 運営会議 

※しいの実社と同様 

  

② チーフ会議 

※しいの実社と同様 
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4． 沙羅の家  

2025 年度は、グループホームの利用者数に増減はなく、年間を通じて 38名の利用者

で安定した運営を維持した。2024 年度下半期より、全ユニットにおいて全日夜勤体制を

導入したことで、職員の負担軽減と働きやすい環境づくりが進み、継続的かつ安定した

人員体制を確保することができた。 

一方で、365 日稼働のスタッフ配置としたことにより、人件費の増加など運営コストが上

昇し、収支面においては新たな課題が浮き彫りとなった。今後は、親亡き後を見据えて

週末利用を増加させ、サービスの質を維持しながら効率的な運営体制の構築を図り、安

定した経営基盤の確立に向けた取り組みに努める。 

 

（1） 利用者状況 

① 性別・年代別 

性 別 年  代  別 

男 女 計 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70以上 計 

32人 6人 38人 0人 0人 3人 8人 19人 4人 4人 38人 

 

② 障害種別等 

      

   愛の手帳 障害支援区分 

2度 3度 4度 計 2 3 4 5 6 計 

16人 15人 7人 38人 0人 4人 14人 14人 6人 38人 

                                                   

③ 居住年数 

居住年数 

1年未満 
1年以上 

3年未満 

3年以上 

5年未満 

5年以上 

10年未満 
10年以上 計 

0人 1人 1人 20人 16人 38人 
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④ 利用率 

  南 向原 大岡山 清水 A 清水 B 清水 C 月計 

4月  

159 184 174 143 146 151 957 

88.3% 87.6% 82.9% 79.4% 81.1% 83.9% 83.9% 

5月  

164 166 172 140 134 148 924 

88.2% 76.5% 79.3% 75.3% 72.0% 79.6% 78.4% 

6月  

163 167 168 142 142 141 923 

90.6% 79.5% 80.0% 78.9% 78.9% 78.3% 81.0% 

7月  

168 182 171 142 148 157 968 

90.3% 83.9% 78.8% 76.3% 79.6% 84.4% 82.2% 

8月  

164 169 153 142 133 152 913 

88.2% 77.9% 70.5% 76.3% 71.5% 81.7% 77.5% 

9月  

162 164 161 135 135 147 904 

90.0% 78.1% 76.7% 75.0% 75.0% 81.7% 79.3% 

10月  

173 184 169 140 146 159 971 

93.0% 84.8% 77.9% 75.3% 78.5% 85.5% 82.4% 

11月  

163 155 160 129 135 139 881 

90.6% 73.8% 76.2% 71.7% 75.0% 77.2% 77.3% 

12月  

166 170 161 137 137 146 917 

89.2% 78.3% 74.2% 73.7% 73.7% 78.5% 77.8% 

1月  

171 162 161 128 133 143 898 

91.9% 74.7% 74.2% 68.8% 71.5% 76.9% 76.2% 

2月  

151 164 151 130 122 135 853 

89.9% 83.7% 77.0% 77.4% 72.6% 80.4% 80.2% 

3月  

171 180 167 145 147 155 965 

91.9% 82.9% 77.0% 78.0% 79.0% 83.3% 82.0% 

年間  

1975 2047 1968 1653 1658 1773 11074 

90.2% 80.1% 77.0% 75.5% 75.7% 80.9% 79.8% 
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（2） 年間行事（外出プログラム）  

実施日 施設 内     容 参加人数 

2/11 全ユニット 
祝日合同外出イベント 

（アクアパーク・洋食ランチ） 
利用者 35名、職員 21名 

3/31 沙羅の家 お花見ランチ 利用者 6名、職員 3名 

3/31 沙羅の家大岡山 ランチ外出 利用者 3名、職員 1名 

 

（3） スタッフ会議 

① 運営会議 

 内    容 

4月 理事長講和、新年度について（スタッフ体制、行事予定など） 

6月 重点課題について、スタッフ体制、事業報告会についてなど 

8月 下半期シフトについて、虐待防止研修について、感染症に関する情報共有など 

10月 育児介護休業法改正について、家族会の報告、祝日イベントについてなど 

12月 スタッフ体制について、義務化された取り組みについて、メンタルヘルス研修など 

2月 感染症対策研修・訓練の実施 

 

②チーフ会議 

 内    容 

5月 重点課題に対する取り組みについて、事業報告会について、家族懇親会について 

7月 重点課題に対する取り組み進捗状況、職員研修について、不適切ケアの共有 

9月 重点課題取り組み進捗状況、家族懇親会について、町会例大祭について 

11月 施設間連携（送迎、しいの実まつりなど）について、地域連携推進会議について 

1月 次年度の重点課題について、感染症研修について、地域連携推進会議について 

3月 重点課題について（2025年度総括、2026年度）、不適切ケアの共有ほか 
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③部課長会議 

 内    容 

5月 職員体制、配置について、研修受講計画について、施設長面談実施状況報告 

7月 職員体制、配置について、地域生活支援拠点について、復職プログラムについて 

9月 新型コロナ感染症発生状況、地域連携推進会議について 

11月 地域連携推進会議について、重点課題の進捗確認 

1月 次年度のスタッフ体制について、重点課題の確認（今年度、次年度） 

3月 次年度のスタッフ体制について、重点課題の確認（今年度、次年度） 

 

（4） 家族懇親会 

日付 ユニット 参加者 

5/19 沙羅の家 家族 3名、職員 4名 

5/20 沙羅の家向原 家族 4名、職員 5名 

5/22 沙羅の家清水 C 家族 3名、職員 4名 

5/27 沙羅の家清水 B 家族 5名、職員 5名 

5/28 沙羅の家清水 A 家族 3名、職員 5名 

5/29 沙羅の家大岡山 家族 3名、職員 3名 

10/21 沙羅の家大岡山 家族 4名、職員 2名 

10/22 沙羅の家 家族 4名、職員 6名 

10/23 沙羅の家向原 家族 3名、職員 5名 

10/27 沙羅の家清水 C 家族 2名、職員 4名 

10/28 沙羅の家清水 A 家族 4名、職員 4名 

10/30 沙羅の家清水 B 家族 6名、職員 5名 

 

（5） 地域連携推進会議 

日時  2026年 1月 24日（土）10：00～11：30 

開催場所 沙羅の家清水 C 

参加者  地域関係者、福祉関係者、利用者 2名、利用者家族、所管課長 

内容  法人紹介、事業所紹介、意見交換 
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5．短期入所  

2025年度は『緊急利用』の受入れを積極的に進めるも、前年対比利用人数 5人、利用 

日数 12日の微増となった。 

2026 年度も新規利用者の拡大、並行して固定利用者に対する『緊急利用』の受入れ促進

を進めていく。 

（1） 利用実績 

月 種別 
利用人数 利用日数 利用率 

2025 2024 2023 2025 2024 2023 2025 2024 2023 

4 月 

体験 30 27 16 71 64 42       

緊急 2 0 1 4 0 4       

計 32 27 17 75 64 46 125.0% 106.7% 76.7% 

5 月 

体験 30 24 17 66 57 45       

緊急 0 0 5 0 0 12       

計 30 24 22 66 57 57 106.5% 91.9% 91.9% 

6 月 

体験 31 30 18 76 72 45       

緊急 0 0 2 0 0 19       

計 31 30 20 76 72 64 126.7% 120.0% 106.7% 

7 月 

体験 31 27 18 73 64 44       

緊急 1 0 2 2 0 6       

計 32 27 20 75 64 50 121.0% 103.2% 80.6% 

8 月 

体験 33 28 25 76 65 62       

緊急 0 0 0 0 0 0       

計 33 28 25 76 65 62 122.6% 104.8% 100.0% 

9 月 

体験 32 30 27 72 68 59       

緊急 0 1 1 0 4 3       

計 32 31 28 72 72 62 120.0% 120.0% 103.3% 

10月 

体験 32 32 21 72 75 53       

緊急 0 0 2 0 0 7       

計 32 32 23 72 75 60 116.1% 121.0% 96.8% 

11月 

体験 34 29 24 76 69 55       

緊急 1 1 0 2 2 0       

計 35 30 24 78 71 55 130.0% 118.3% 91.7% 

12月 

体験 35 32 28 81 75 66       

緊急 0 0 0 0 0 0       

計 35 32 28 81 75 66 130.6% 121.0% 106.5% 
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1 月 

体験 28 25 23 65 62 55       

緊急 0 0 1 0 0 3       

計 28 25 24 65 62 58 104.8% 100.0% 93.5% 

2 月 

体験 28 30 26 60 68 61       

緊急 1 0 1 4 0 2       

計 29 30 27 68 68 63 121.4% 121.4% 112.5% 

3 月 

体験 29 27 29 68 66 71       

緊急 2 0 1 6 0 4       

計 31 27 30 74 66 75 119.4% 106.5% 121.0% 

計 

体験 373 341 272 856 805 658       

緊急 7 2 16 18 6 60       

計 380 343 288 874 811 718 119.7% 111.1% 98.4% 

 

（2） 利用者の障害種別                                       単位 人 

※重複あり 

種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

知的 32 29 30 31 33 32 32 34 34 26 29 30 372 

身体 2 1 1 1 2 3 2 3 2 3 3 3 26 

精神 2 0 1 0 1 1 1 2 2 1 1 1 13 

他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 36 30 32 32 36 36 35 39 38 30 33 34 411 

 

（3） 緊急利用の理由 

レスパイト   2件 

冠婚葬祭              0件 

介護者の通院・入院等          1件 

家族との一時的分離      0件 

その他              4件 
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6. 地域生活支援拠点（目黒区委託事業）  

2025 年度は、国から配置が求められている拠点コーディネーター（拠点関係機関で

構成されるネットワークの運営や機能の充実などの総合調整を図る役割）を配置した。 

実施した取り組みとしては、区担当と協議しながら、緊急事態に備えた対応として事前

の「登録制」の準備を進め、年度内の稼働を目指したが、職員体制の変化の影響もあり、

年度内の稼働には至らなかった。 

また、前項の短期入所の実績のとおり、拠点に併設された沙羅の家短期入所を活用

し、親元を離れた生活体験のための「体験の機会・場」を提供した結果、2 名の方が地域

のグループホームでの生活へとつなげることができた。 

 

（1） 相談・支援件数                         単位 人    

                    4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
計 

2025 

相談 
実人数 78 59 75 74 70 49 60 63 32 24 37 47 668 

延人数 130 104 115 122 97 104 92 127 96 47 76 83 1193 

支援 
実人数 28 16 26 17 27 18 16 24 12 11 13 20 228 

延人数 50 43 49 57 43 31 44 39 20 13 24 27 440 

2024 

相談 
実人数 95 80 60 76 100 91 71 49 64 62 74 68 890 

延人数 135 126 94 144 163 144 117 120 106 129 248 124 1650 

支援 
実人数 23 22 25 24 23 22 25 19 23 25 18 25 274 

延人数 52 59 53 87 75 52 61 82 60 86 183 69 919 

2023 

相談 
実人数 50 45 59 44 72 54 47 49 45 42 52 54 613 

延人数 115 105 140 102 146 121 128 121 98 81 116 102 1375 

支援 
実人数 23 13 21 18 23 22 14 19 17 14 22 32 238 

延人数 50 35 52 46 59 48 45 46 41 31 53 54 560 

 

（2） 相談者の障害種別 

種別 身体 知的 精神 難病 児童 その他 重複 不明 合計 

人数 8 492 74 0 0 7 71 7 659 

 

  ※障害種別は本人・家族のみを対象としている。 
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（3） 主な相談内容    

  

 主な内容 件数 

1 日常生活 242 

2 金銭管理 24 

3 家族関係 86 

4 人間関係 22 

5 職場関係 156 

6 近隣関係 12 

7 緊急対応 12 

8 短期入所 452 

9 体調 95 

10 福祉サービス 175 

11 その他 124 

 合計 1400 

                     

（4） 主な支援内容                          

 主な内容 件数 

1 傾聴助言 507 

2 相談継続 2 

3 家庭訪問 0 

4 紹介 4 

5 緊急対応 1 

6 安否確認 0 

7 見守り 0 

8 短期入所 8 

9 付き添い 3 

10 調整 290 

11 その他 232 

 合計 1047 
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（5） 研修 

実施日 研修名 実施主体 参加数 

5/23 知的・発達障害のある人の暮らしとお金 目黒区手をつなぐ親の会 1名 

7/11 
初任者の交流会～みんなで話そう！先

輩には聞きづらい これってどうなの？～ 

目黒区基幹相談支援センタ

ー 
2名 

10/28 チーム SV研修 
目黒区基幹相談支援センタ

ー 
1名 

10/29 
みんなで考えよう！知的障害のある方が

地域で暮らし続けるために必要なものは？ 

目黒区基幹相談支援センタ

ー 
2名 

10/30 
障がい者等の地域生活支援体制の充実

に向けて 

厚労省障害福祉課地域生活

発達障害支援室 
1名 

12/11 障害福祉・介護福祉交流会 
目黒区基幹相談支援センタ

ー 
1名 
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